
 
 

 

総

選

挙

の

結

果
、
衆
院
で
は

自
民
、
公
明
、

維
新
の
改
憲
勢

力
が
改
憲
に
必
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要
な
議
席
を
大
き
く
上
回
っ

た
▼
岸
田
首
相
は
早
速
、
適

地
攻
撃
能
力
の
保
有
の
検

討
、
軍
事
費
の
さ
ら
な
る
増

額
を
検
討
す
る
な
ど
戦
争
を

す
る
国
づ
く
り
へ
の
危
険
な

動
き
を
強
め
て
い
る
。
岸
田

首
相
の
背
後
に
は
安
倍
晋
三

元
首
相
が
い
る
▼
コ
ロ
ナ
禍

で
や
む
な
く
休
業
し
た
り
仕

事
を
や
め
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
人
々
の
苦
し
み
が
わ
か
る

の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
働
く

人
や
若
者
が
つ
ら
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
時
に
、「
憲
法
改

正
」
な
ど
、
国
民
が
求
め
て

い
な
い
こ
と
を
や
る
人
た
ち

に
、
政
治
は
任
せ
ら
れ
な
い

▼
今
こ
そ
「
９
条
守
れ
」
の

世
論
を
広
げ
て
い
く
時
。
投

票
に
行
け
な
か
っ
た
人
で
も

日
本
が
戦
争
を
す
る
国
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
た

ら
び
っ
く
り
す
る
だ
ろ
う
▼

与
党
を
中
心
に
、
改
憲
を
狙

う
動
き
が
加
速
す
る
中
、
今

こ
そ
憲
法
を
活
か
し
私
た
ち

が
安
心
し
て
毎
日
が
送
れ
る

世
の
中
に
し
た
い
。 

（
広
） 

 

■
事
前
の
窓
口
で
、
組
合
事
務

室
・
組
合
掲
示
板
に
つ
い
て
、

「
局
長
判
断
で
あ
り
、
貸
与
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
。

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
ル
ー

ル
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
と
回

答
。 

■
金
融
関
係
に
つ
い
て
は
、
事

前
の
窓
口
で
質
問
等
を
行
い
、

会
社
が
変
わ
っ
て
も
基
本
は
郵

便
会
社
で
は
あ
る
が
、
シ
ス
テ

ム
等
に
つ
い
て
は
か
ん
ぽ
生
命

会
社
の
指
示
と
な
る
と
回
答
。 

 
 
 
 
 
 
 

■
期
間
雇
用
社
員
関
係
に
つ
い

て
は
、
公
平
に
行
う
こ
と
、
何

か
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の

都
度
対
応
す
る
こ
と
と
し
整
理

し
ま
し
た
。 

■
大
幅
増
員
に
つ
い
て
、「
業
務

量
に
基
づ
い
た
区
画
」
と
「
指

導
を
し
て
い
る
」
こ
と
の
具
体

的
な
説
明
を
求
め
ま
し
た
。「
業

務
量
に
基
づ
い
た
区
画
」
と
は
、

物
数
・
書
留
等
の
物
量
等
を
勘

案
し
て
、「
指
示
し
て
い
る
」
と

は
、
４
５
０
分
で
終
わ
れ
る
よ

う
な
区
画
を
設
定
す
る
内
容
の

指
示
で
あ
る
と
。
時
間
が
経
て

ば
配
達
地
域
の
変
化
が
起
き

る
、
そ
れ
も
勘
案
し
て
い
る
と
。 

 

 

会
社
の
施
策
と
し
て
、
い
ま

だ
に
２
ネ
ッ
ト
の
区
画
で
配
達

が
行
わ
れ
て
い
る
局
が
あ
る
。

受
け
箱
配
達
の
区
画
で
は
時
間

内
で
配
達
が
終
わ
ら
な
い
の
は

当
た
り
前
。
会
社
の
施
策
で
行

っ
た
の
だ
か
ら
会
社
の
責
任
で

新
た
な
区
画
に
す
る
べ
き
と
主

張
。 

■
ま
た
、
要
員
不
足
の
現
状
が

数
字
で
見
え
る
の
が
残
業
時
間

数
と
考
え
て
い
る
。
す
で
に
、

３
０
０
時
間
に
達
し
よ
う
と
い

う
地
域
・
班
・
社
員
が
多
く
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
の
か
。「
残
業
が
出
来
な
い
か

ら
応
援
す
る
よ
う
に
」
と
の
指

示
は
な
い
よ
う
に
。
原
因
と
解

決
を
必
ず
示
す
こ
と
。
都
合
が

悪
く
な
る
と
黙
り
込
む
会
社
。 

 

■
勤
務
時
間
管
理
に
つ
い
て
、

「
ど
の
よ
う
な
適
正
な
対
処
」

を
指
導
し
て
い
る
の
か
。
声
掛

け
や
個
別
で
の
指
示
を
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。
各
職
場

に
端
末
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば
正
し
い

勤
務
時
間
管
理
が
行
え
る
は

ず
。
こ
こ
で
も
沈
黙
。
来
年
の

４
月
か
ら
行
わ
れ
る
勤
務
時
間

に
な
れ
ば
、
増
々
時
間
前
着
手

が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
が
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
、
正
し
い
勤
務
時

間
管
理
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。 

 

■
具
体
的
に
国
際
支
部
と
新
東

京
支
部
か
ら
出
さ
れ
て
る
期
間

雇
用
社
員
の
他
部
へ
の
応
援
問

題
に
つ
い
て
は
、「
期
間
雇
用
社

員
規
定
」
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
る
。
組
合
と
し
て
は
、
応
援

を
行
っ
て
い
る
期
間
雇
用
社
員

に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
対
応

が
あ
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し

た
。 

 

■
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
各
局
に
は
対
策
費
と
し
て
予

算
が
下
ろ
さ
れ
て
い
る
」、
各
局

で
対
応
を
し
て
ほ
し
い
、
と
の

こ
と
で
し
た
。 

■
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

勤
務
時
間
に
つ
い
て
、
現
在
の

勤
務
時
間
前
に
１
０
分
の
準
備

時
間
（
新
た
に
設
置
、
拘
束
は

し
な
い
が
給
与
は
支
払
わ
れ
て

い
る
）
昼
の
休
憩
時
間
を
６
０

分
と
し
、
勤
務
時
間
後
に
５
分

の
準
備
時
間
を
設
け
る
と
説

明
。
つ
ま
り
、
拘
束
は
し
な
い

準
備
時
間
と
は
、
今
ま
で
昼
休

み
に
取
っ
て
い
た
休
息
時
間
と

な
る
。
残
業
を
し
た
場
合
は
、

１
５
分
の
休
憩
時
間
は
な
い
と

思
い
ま
す
。（
こ
の
こ
と
は
確
認

し
ま
す
）
す
べ
て
の
職
場
で
服

務
線
表
の
提
示
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
の
で
、
提
示
が
な
い
場
合
、

問
題
が
あ
る
場
合
は
地
本
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

１
１
月
２
５
日
、
第
１
０
回
定
期
大
会
要
求
の
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
組
合
側
か
ら
は
委
員
長

を
含
め
て
５
名
の
参
加
、
会
社
側
は
集
配
担
当
と
要
員
担
当
を
含
む
４
名
の
参
加
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 



 
 

  

 

新
春
の
つ
ど
い
＆ 

 
 

郵
政
労
契
法
２
０
条
報
告
集
会 

 
 
 

日
時
：
２
０
２
２
年
１
月
９(

日) 
 

 
 

１
４
時
開
場 

１
４
時
３
０
分
開
始 

 
 
 

場
所
：
と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

内
容
：
郵
政
労
契
法
２
０
条
最
高
裁
判
決
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
義
と
集
団
訴
訟
の
現
状 

  
 
 
 
 
 

終
了
後
交
流
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

（２） 
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年  月 日（ ） 第  号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

１
２
月
２
日
（
木
） 

 
 

東
京
地
評
争
議
支
援
行
動 

 

４
日
（
土
） 

 
 

東
京
全
労
協
第
３
２
回 

 
 
 
 
 

 
 
 

定
期
大
会 

 

７
日
（
火
） 

 
 

郵
政
労
契
法
２
０
条 

 
 
 
 
 

全
国
弁
護
団
会
議 

 

９
日
（
木
） 

 
 

地
本
朝
ビ
ラ
行
動 

 
 

第
４
回
地
本
執
行
委
員
会 

 

１
０
日
（
金
） 

 
 

２
２
け
ん
り
春
闘 

 
 
 
 
 

発
足
・
学
習
集
会 

 

１
２
日
（
日
） 

 
 

全
国
交
渉
担
当
者
会
議 

 
 
 
 

 
 
 

（
リ
モ
ー
ト
） 

 

１
３
日
（
月
） 

 
 

 

郵
政
２
０
条
追
加
訴
訟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裁
判 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本
執

行
部
は
、
１
１
月
１
１
日(

木)

早
朝
か
ら
、
都
内
５
局(

赤
羽
・

新
宿
北
・
中
野
・
赤
坂
・
世
田

谷)

で
、
地
本
作
成
の
組
織
拡
大

ビ
ラ
の
配
布
行
動
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
天
候
も
よ
く

晴
々
と
し
た
宣
伝
活
動
に
な
り

ま
し
た
。
ビ
ラ
の
受
け
取
り
も

よ
く
、
受
け
取
っ
た
社
員
か
ら

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

一
言
も
。
局
が
異
動
し
て
久
し

ぶ
り
に
顔
を
あ
わ
し
た
社
員
な

ど
も
い
て
、
参
加
し
た
執
行
委

員
は
、
気
持
ち
よ
く
ビ
ラ
配
布

が
出
来
た
と
感
想
を
漏
ら
し
て

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
組
合
員
が
、
他
局

に
て
情
宣
を
行
っ
た
と
の
報
告

も
あ
り
、
組
織
拡
大
を
目
指
し

て
地
本
全
体
で
頑
張
っ
て
、
本

部
リ
ー
フ
も
活
用
し
行
動
を
起

こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う 

         ２０２１年度年末年始繁忙要求 

                

 今年度もコロナ感染の流行が収束せず、インフルエンザの流行も言われていま

す。また、１０月から郵便制度の見直しが行われて、初めての繁忙期を迎えるこ

とになります。各職場は「密」が大きくなり、疲労も蓄積されます。命と健康、

安心・安全を最優先する職場環境にしなければなりません。 

 私たち郵政産業労働者ユニオン東京地方本部は以下のとおり要求するので早急

に誠意ある回答をすること。 

１， 各局での年末年始繁忙計画書を早期に作成し、労使間での意見疎通について 

１１月中に行うこと。 

２， 各支部から各局に提出された年末年始繁忙要求に対しては、誠意ある回答を

１２月１０日までに行うこと。 

３， 安全衛生対策について 

  ①新型コロナウイルスおよびインフルエンザについて会社の具 

   体的な感染防止対策を明らかにすること。 

  ②適正な暖房を行うこと。また、各職場に「二酸化炭素濃度計」 

   を配備 し、換気を定期的に行うこと    

③各職場に加湿器を配備すること。 

④各職場に空気清浄機を配備すること。 

⑤各職場の更衣室が「密」になっている。創意工夫した対策を行うこと。 

⑥インフルエンザ予防接種の補助を全額行うこと。 

４，１２月２５,２６,２７日および 1 月１，２，３日の要員配置および作業パタ

ーンを明らかにすること。 

５，今年度の短期ゆうメイトの雇用人数を明らかにすること。 

６，年賀販売等について 

①年賀販売は郵便窓口・郵便切手類販売所にすること。 

    ②社員の携行販売を行わないこと。 

    ➂立替払い根絶のための施策を明らかにすること。 

    ➃自局・自班内以外の販売を禁止すること。   

    ⑤不適正営業についての研修を全社員対象で行うこと。 

 ７，三六協定の特別条項を適用させないこと。 

 ８，非番・週休の買い上げを行わないこと。 

 ９，連続出勤を 6日以内とすること。 

１０，勤務時間管理について 

    ①休憩・休息は声掛け等をして必ず取得させること。 

    ②時間前着手を根絶させる施策を明らかにすること。 

    ③12月 31 日及び元旦の出勤時刻を明らかにすること。     以上 

 

 

 

 

  

 

 

が
出
来
た
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
東
部
支
部
が
情

宣
を
行
っ
た
と
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
非
正
規
署
名
、
本

部
の
組
拡
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

布
の
行
動
な
ど
を
通
じ
て
、
組

織
拡
大
行
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 


